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研究目的 

機械や構造物は正しい使用方法に従っていても予期せぬ破壊に見舞われ，場合によっては
事故へと繋がる。このような事故はそれらを構成する部材が破損することによって生じ，部
材とその材料の強度が問題となる。本研究室では長年にわたって部材・材料の変形や強度を
評価し，破壊解析を実施してきた。力学的に評価する方法として引張試験，圧縮試験，破壊
靭性試験を，特性を解析する方法として光学・電子顕微鏡観察，x線回折，熱量分析を実施
してきた。さらに，電子顕微鏡に付加された機能としてのEDSやEBSD等も材料の微小構
造を理解する方法として応用してきた。また，対象とする材料も高分子材料やガラスなどか
ら鉄鋼材料や形状記憶合金へと広げている。 

新しい材料が次々と出てくる中で様々手法を組み合わせながら，材料の変形と強度を評価
し，破壊が生じた場合にはその原因を調べたいと考えている。 

研究内容 

ガラスの強度と破壊：フィルム添付されたガラスの熱・衝撃破壊について調べた。 
             【画像①：フィルムを添付されたガラスの熱破壊試験の様子】 

ポリマーブレンドの強度と破壊：き裂進展特性を詳細に調べた。 
ゴムの強度と破壊：免震積層用ゴムの繰返し引張特性を調べた。 

        【画像②引張負荷によって免震積層用ゴム内部に発生したボイドの様子】 

形状記憶合金の変形：形状記憶処理条件が超弾性効果や形状記憶効果に及ぼす影響をDSC
を用いて調べた。 
低炭素鋼の変形と強度：PやSi等の元素が低炭素鋼の変形・強度に及ぼす影響を調べた。 

              【画像③：急冷されたSiを多く含む低炭素鋼のき裂の様子】 

用  途 機械・構造物の破壊・事故の原因究明と，設計における材料強度の指針を提供する。 
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関連画像 

画像①：フィルムを添付され
たガラスの熱破壊試験の様子 

画像②引張負荷によって免震積層用
ゴム内部に発生したボイドの様子 

画像③：急冷されたSiを多く
含む低炭素鋼のき裂の様子 
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